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今年も残りひと月となりました。各地で気温がぐっと低くなり、空気も乾燥してきました。 

こうなると心配になるのが、季節性「インフルエンザ」の流行です。新型コロナウイルスの

感染が拡大して以降、目立った流行が見られなかったインフルエンザ。今年もコ

ロナ前の同時期に比べれば患者数は低水準が続いています。しかし、大阪府や京

都府などでは増加しており、学級閉鎖を余儀なくされている地域も出ています。 

全国旅行支援が年明けまで延長となり、行動制限のない年末年始を迎える中、

コロナ第８波とインフルの同時流行が懸念されています。 

社員本人、その配偶者、社員の子１名がインフルエンザの予防接種を受けた場合、費用の一

部を会社が補助することになっています！ 

〇対象者・・・全社員（シニア社員、臨時・契約社員を含む）、 

配偶者、子１名（いずれも JR健康保険組合の被扶養者に限る） 

〇補助内容 

 対象者が医療機関等でインフルエンザ予防接種を受けた場合に、 

その費用の一部（4000円まで、4000円未満は実費額）を補助する。 

 ※補助額は、接種回数にかかわらず、一人あたり 4000円を上限とする。 

 ※ワクチンの種類は問わない。 

 ※子が 2回接種する場合も補助金の上限は 4000円。 

 ※JR健保からの補助は年度内で１人一回の接種のみ。 

  ２回目以降の補助は右図参照。 

〇申請方法 

  対象者が、インフルエンザ予防接種にかかる領収書

（配偶者、子 1 人の場合は、配偶者又は子の JR 健康

保険証の写しを併せて）を会社に提出することにより

補助金を申請。後日各個人口座へ費用が振り込まれる。 

〇接種期間 

2022 年 10 月 1 日～2023 年 2 月 28 日まで 

   

 

 

今年のインフルエンザの患者数は増加傾向 

コロナ予防と併せてインフル予防！会社の福利厚生・予防接種費補助！ 

◇２回接種（接種費４０００円未満）する場合 
4000円（上限額） 

接種費（実費額） 

 

 

 

    １回目        ２回目 

  JR健保から      残額から 

実費額補助     会社が補助 

           残りは個人負担 


